
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年年間指導計画（評価規準） 

★ 知は、知識・技能     思は、思考・判断・表現     主は、主体的に学習に取り組む態度 

月 単元名 指導内容 評価規準 評価方法 
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・
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体つくり運動 

＜７時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上競技 

＜８時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体ほぐし運動、条件運動 

準備体操・集団行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短距離走 

リレー 

長距離走 

 

 

 

 

 

 

 

 

知体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体つくり運 動の

意義と行い方，体の動きを高める方法などを理解し，目的に

適した運動を身に付け，組み合わせることができる。 

思自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。 

主体つくり運動に積極的に取り組むとともに，仲間の学習を

援助しようと すること，一人一人の違いに応じた動きなどを

認めようとすること，話合いに参加しようとすることなどや，

健康・安全に気を配ることができる。 

 

知記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，陸上競 技の

特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して

高まる体 力などを理解するとともに，基本的な動きや効率の

よい動きを身に付けることができる。 

思動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

主陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，

ルールやマナーを守ろうとすること，分担した役割を果たそ

うとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めよ

うとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。 

全ての単元において

以下のように行う。 

 

 

知授業観察 

定期考査 

  

思授業観察 

 定期考査 

 単元レポート 

 

主授業観察 

 単元レポート 

令和６年度 保健体育科 ＜第３学年＞ 年間指導計画と評価規準 

保健体育 第３学年の目標 

【体育分野】 

（1）運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，生涯にわたって運動を豊かに実践することができるようにするため，運

動，体力の 必要性について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。  

（2）運動についての自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考 し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える

力を養う。  

（3）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力 する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切

にしようと するなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって運動に親しむ態度を養う 

【保健分野】 

個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。 

保健体育科 教科の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付

けるようにする。 

（２）運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。 

（３）生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。 
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球技 

バレーボール 

＜５時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

健康な生活と病

気の予防 

＜4 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論 

（1 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

レシーブ 

サーブ 

スパイク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①感染症とその予防 

②性感染症とその予防 

エイズ 

③健康を守る取り組み 

④医療機関の利用と医薬品

の使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツの文化的意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作

戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができ

る。 

思攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとす

ること，一人一人の 違いに応じたプレイなどを大切にしよう

とすること，互いに助け合い教え 合おうとすることなどや，

健康・安全を確保することができる。 

 

知 

①感染症は，病原体が環境を通じて主体へ感染することで起

こる疾病であり，適切な対策を講ずることにより感染のリス

クを軽減することができる ことを，例えば，結核，コレラ，

ノロウイルスによる感染性胃腸炎，麻疹， 風疹などを適宜取

り上げ理解できる。 

②エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題

になっている ことから，それらの疾病概念や感染経路につい

て理解できるようにする。ま た，感染のリスクを軽減する効

果的な予防方法を身に付ける必要があることを理解できる。 

③健康の保持増進や疾病の予防には，健康的な生活行動など

個人が行う取組 とともに，社会の取組が有効であることを理

解できる。 

④医薬品には，主作用と副作用があること及び，使用回数，

使用時間，使用量などの使用法が あり，正しく使用する必要

があることについて理解できる。 

思健康な生活と疾病の予防に関わる事象や情報から課題を

発見し，疾病等のリ スクを軽減したり，生活の質を高めたり

することなどと関連付けて解決方法を 考え，適切な方法を選

択し，それらを伝え合うことができる。 

主健康な生活と病気の予防について自主的に学び、学んだこ

とを自身のことと関連付けて考えることができる。 

 

 

知現代生活におけるスポーツは，生きがいのある豊かな人生

を送るために必 要な健やかな心身，豊かな交流や伸びやかな

自己開発の機会を提供する重要 な文化的意義をもっている

ことを理解できる。 

思文化としてのスポーツの意義について，自己の課題を発見

し，よりよい 解決に向けて思考し判断するとともに，他者に

伝えることができる。 

主文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に

取り組むことができる。 
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水泳 

（10 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道 

空手道 

＜6 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

器械運動 

（跳び箱運動） 

＜６時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

サッカー 

＜８時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４泳法 

個人メドレー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本形２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切り返し系 

回転系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パス 

ドリブル 

シュート 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

知記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，水泳の 特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高ま

る体力などを理解するとともに，泳法を身に付けることがで

きる。 

思泳法などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己の考えたことを他

者に伝えることができる。 

主水泳に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルー

ルやマナーを 守ろうとすること，分担した役割を果たそうと

すること，一人一人の違い に応じた課題や挑戦を認めようと

することなどや，水泳の事故防止に関する心得を遵守するな

ど健康・安全に気を配ることができる。 

 

 

知技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，伝統的な考え

方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力の高め方などを理解

すると ともに，基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開

することができる。 

思攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動

の仕方 を大切にしようとすること，自己の責任を果たそうと

すること，一人一人 の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ

うとすることなどや，健康・安全 を確保することができる。 

 

知技ができる楽しさや喜びを味わい，器械運動の特性や成り

立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理 解するとともに，技をよりよく行うことができる。 

思技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者

に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，よい演技を認めようとするこ

と， 仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の違いに

応じた課題や挑戦 を認めようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作

戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができ

る。 

思攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとす

ること，一人一人の 違いに応じたプレイなどを大切にしよう
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保健分野 

健康と環境 

＜時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育理論 

＜１時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

バスケット 

ボール 

＜8 時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

①環境の変化と適応能力 

②活動に適した環境 

③室内の空気の条件 

④水の役割と飲料水の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際的なスポーツと 

その意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パス 

ドリブル 

シュート 

ゲーム 

 

 

 

 

 

とすること，互いに助け合い教え 合おうとすることなどや，

健康・安全を確保することができる。 

 

知 

①気温の変化に対する体温調節の機能を例として取り上げ，

身体には，環 境の変化に対応した調節機能があり，一定の範

囲内で環境の変化に適応する能力があることを理解できる。 

②温度，湿度，気流の温熱条件には，人間が活動しやすい至

適範囲があること，温熱条件の至適範囲は，体温を容易に一

定に保つことができる範囲 であることを理解できる。 

③室内の二酸化炭素は，人体の呼吸作用や物質の燃焼により

増加すること， そのため，室内の空気が汚れてきているとい

う指標となること，定期的な 換気は室内の二酸化炭素の濃度

を衛生的に管理できることを理解できる。 

④水は，人間の生命の維持や健康な生活と密接な関わりがあ

り重要な役割を果たしていること，飲料水の水質については

一定の基準が設けられており，水道施設を設けて衛生的な水

を確保していることを理解できる。 

思健康と環境に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等

のリスクを軽減し たり，生活の質を高めたりすることなどと

関連付けて解決方法を考え，適切な方法を選択し，それらを

伝え合うことができる。 

主健康と環境について自主的に学び、学んだことを自身のこ

とと関連付けて考えることができる。 

 

 

知オリンピック・パラリンピック競技大会や国際的なスポー

ツ大会などは， 世界中の人々にスポーツのもつ教育的な意義

や倫理的な価値を伝えたり， 人々の相互理解を深めたりする

ことで，国際親善や世界平和に大きな役割を 果たしているこ

とを理解できる。 

思文化としてのスポーツの意義について，自己の課題を発見

し，よりよい 解決に向けて思考し判断するとともに，他者に

伝えることができる。 

主文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に

取り組むことができる。 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作

戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができ

る。 

思攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとす
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球技 

バレーボール 

＜５時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健分野 

健康と環境 

 

 

 

体育理論 

＜１時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

球技 

卓球 

＜８時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生活排水の処理 

②ごみの処理 

③環境の汚染と保全 

④保健体育学習の終わりに 

 

人々を結びつけるスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストローク 

サーブ 

スマッシュ 

ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

ること，一人一人の 違いに応じたプレイなどを大切にしよう

とすること，互いに助け合い教え 合おうとすることなどや，

健康・安全を確保することができる。 

 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作

戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができ

る。 

思攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとす

ること，一人一人の 違いに応じたプレイなどを大切にしよう

とすること，互いに助け合い教え 合おうとすることなどや，

健康・安全を確保することができる。 

 

 

 

 

 

 

知スポーツには民族や国，人種や性，障害の有無，年齢や地

域，風土といった違いを超えて人々を結び付ける文化的な働

きがあることを理解できる。 

思文化としてのスポーツの意義について，自己の課題を発見

し，よりよい 解決に向けて思考し判断するとともに，他者に

伝えることができる。 

主文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に

取り組むことができる。 

 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名称や行い方，

体力の高め方，運動観察の方法などを理解するとともに，作

戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができ

る。 

思攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができる。 

主自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについての話合いに貢献しようとす

ること，一人一人の 違いに応じたプレイなどを大切にしよう

とすること，互いに助け合い教え 合おうとすることなどや，

健康・安全を確保することができる。 

 

 



  

 

※校舎改築の関係で校庭を他校に借りるため、年間を通して以下の種目を行う。 

通 

間 

球技 

ソフトボール 

キャッチ 

スロー 

バッティング 

ゲーム 

知勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力な

どを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動き

でゲームを展開するができる。 

思攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み 方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。 

主積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとす

ること， 作戦などについての話合いに参加しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全

に気を配ることができる。 

 

同様 

 


